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謀
本
部
次
長
（
冊
参
謀
次
長
）
に
任
ぜ
ら
れ
た
年

で
あ
り
、
一
九
一
八
年
は
米
騒
動
に
よ
り
首
相
を

辞
任
し
た
年
で
あ
る
。
こ
の
間
に
寺
内
は
陸
相
・

朝
鮮
総
督
・
首
相
と
し
て
政
治
の
中
枢
に
関
与
し

た
わ
け
で
あ
る
。

　
刊
本
の
習
頭
に
は
編
者
に
よ
る
解
題
が
付
さ
れ

て
い
る
が
、
編
者
の
も
っ
と
も
精
通
し
て
い
る
時

期
だ
け
に
解
題
の
内
容
は
詳
細
を
き
わ
め
、
各
年

ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
日
記
本
文
で
分
量

が
多
く
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
寺
内
の
陸
相
時
代

即
ち
臼
露
戦
争
・
桂
園
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
以
降

に
な
る
と
欠
落
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

肝
心
の
首
相
時
代
に
そ
れ
が
著
し
く
、
西
原
借

款
・
シ
ベ
リ
ア
出
兵
・
米
騒
動
と
い
っ
た
事
項
に

つ
い
て
の
記
事
は
な
き
に
等
し
い
。
こ
れ
は
晩
年

の
寺
内
が
健
康
を
害
し
た
た
め
に
、
記
録
す
る
だ

け
の
余
裕
を
失
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え

首
相
時
代
の
日
記
は
政
治
資
料
と
し
て
は
余
り
多

く
を
期
待
で
き
な
い
。
　
『
原
敬
日
記
』
等
と
併
読

さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
あ
と
が
き
」
で
は
、
東
京
に
存
在
す
る
多
く

の
根
本
史
料
の
早
急
な
公
刊
を
訴
え
て
い
る
。
実

際
、
こ
の
臼
記
の
公
刊
は
、
　
『
第
二
次
大
隈
内
閣

関
係
史
料
』
　
（
こ
れ
は
憲
政
資
料
室
の
望
月
小
太

郎
に
か
か
わ
る
文
書
群
を
活
字
化
し
た
も
の
、
一

九
七
九
年
）
に
ひ
き
つ
づ
き
「
京
都
女
子
大
学
研

究
叢
刊
」
の
一
冊
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

つ
ま
り
は
一
私
大
の
財
政
に
負
っ
た
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

　
な
お
使
い
や
す
さ
か
ら
す
れ
ば
、
も
う
少
し
コ

ン
パ
ク
ト
な
製
本
の
や
り
方
が
で
き
な
か
っ
た
も

の
か
と
の
思
い
は
残
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
日
記
の
公
刊
は
こ
の

時
期
の
政
治
史
研
究
を
大
き
く
進
め
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
（
A
5
凋
　
七
五
八
頁
　
一
九
八
○
年
十
二
月

　
　
発
行
所
雌
京
都
女
子
大
学
　
印
置
所
日
同
朋
舎
）

　
　
　
　
　
　
（
松
延
秀
一
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

「
幸
徳
秋
水
の
手
紙
と

　
ノ
ー
ト
」
に
つ
い
て
訂
正

　
本
誌
六
三
巻
四
号
（
一
九
八
○
年
七
月
発
行
）
に

発
表
し
た
「
幸
徳
秋
水
の
手
紙
と
ノ
ー
ト
」
に
つ
い

て
、
数
人
の
方
々
か
ら
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
専

門
外
の
領
域
で
不
備
な
点
が
多
く
申
し
わ
け
な
い

次
第
だ
が
、
御
書
示
を
賜
わ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
、

左
の
三
か
所
を
訂
正
し
た
い
。
　
（
石
田
善
人
）

③
　
　
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
下
段
八
行
目

　
　
　
さ
い
け
ん
　
　
し
ょ
　
　
し
ん
て
い
　
　
こ
と
　
　
こ
う
か
あ
き

　
「
廿
舌
剣
と
書
と
真
底
の
事
、
浩
歌
旦
ら
か
に

　
わ
　
　

や
と
う
　
　
こ
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
い

　
和
す
夜
濤
の
声
」
と
読
下
し
た
の
を
、
　
「
昔
載

　
　
け
ん
し
ょ
し
ん
　
　
な
に
ご
と
　
　
　

こ
う
か
　
か
　
　
　
わ
　
　
　
や
と
う

　
の
剣
書
軸
に
底
事
ぞ
、
浩
歌
旦
つ
和
す
夜
濤
の

　
こ
え

　
声
」
に
訂
正
、
剣
書
は
ふ
つ
う
は
工
費
と
書
き
、

　
書
生
の
こ
と
、
し
た
が
っ
て
こ
の
句
は
二
〇
年

　
間
の
書
生
生
活
の
慨
歎
を
示
し
、
一
〇
ニ
ペ
ー

　
ジ
上
段
一
行
目
の
「
激
越
な
文
言
」
と
い
う
評

　
書
も
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

②
　
　
一
〇
七
ペ
ー
ジ
下
段
一
八
行
目

　
「
異
国
は
我
国
で
清
国
を
さ
す
」
は
「
岩
国
は

　
俄
羅
斯
国
で
露
西
亜
（
ロ
シ
ア
）
を
さ
す
」
の

　
誤
ま
り
。

　
　
な
お
、
こ
の
演
説
稿
に
つ
い
て
は
『
鷹
陵
史

　
学
』
第
一
号
（
一
九
七
五
年
三
月
）
に
、
狭
間

　
直
樹
氏
が
「
幸
徳
秋
水
の
第
一
圓
社
会
主
義
講

　
習
会
に
お
け
る
演
説
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
紹

　
介
文
で
、
邦
語
訳
に
詳
細
な
注
釈
を
つ
け
て
お

　
ら
れ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

③
＝
一
八
ペ
ー
ジ
下
段
九
行
痛

　
　
　
　
　
　
　
（
劉
）

　
「
儲
君
」
は
「
刻
苧
」
の
谷
ま
り
。

「
寺
内
内
閣
時
代
の
日
中
関
係
の

　
　
一
面
」
に
つ
い
て
訂
正

　
本
誌
第
六
四
巻
第
一
号
（
一
九
八
一
年
一
月
発

行
）
所
載
の
山
本
四
郎
琉
の
論
文
（
「
寺
内
内
閣
時

代
の
日
中
関
係
の
一
面
」
）
の
英
文
レ
ジ
ュ
メ
中

に
誤
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
の
よ
う
に
訂
正
さ
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介紹

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
（
編
集
委
員
）

　
一
四
八
頁
三
行
目
、
同
＝
行
目

　
　
　
⑦
＆
瀞
§
賦
偽
言
l
I
↓
b
む
ミ
ミ
象
軋

受
　
贈
　
図
　
書

（一

續
ｪ
○
年
一
月
一
七
臼
～
二
月
一
八
日
）

斯
道
文
庫
論
集
（
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
）

　
一
六

兵
庫
史
学
（
神
戸
大
学
兵
庫
史
学
会
）
　
六
九

歴
史
学
と
歴
史
教
育
（
歴
史
学
と
歴
史
教
育
の

　
会
）
　
一
八

人
類
学
雑
誌
（
日
本
人
類
学
会
）
　
八
七
－
四

社
会
科
学
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）
　
一
九

　
七
九
一
五

化
粧
文
化
（
ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所
）

関
学
西
洋
史
論
集
（
関
西
学
院
大
学
関
学
西
洋
史

　
研
究
会
）

史
学
科
報
告
（
鹿
児
島
大
学
教
養
部
）
　
二
八

神
道
学
（
出
雲
大
社
内
神
道
学
会
）
　
一
〇
四

日
本
思
想
史
研
究
（
東
北
大
学
日
本
思
想
史
研
究

　
室
）
　
二

研
究
紀
要
（
尾
道
短
期
大
学
）
　
二
九

巨
編
恭
著
　
旧
俗
農
民
起
義
和
清
斗
争
史
稿
（
南

　
京
大
学
）
　
一

太
平
天
国
史
料
零
露
（
南
京
大
学
）
中
華
文
史
論

　
叢
増
刊

彦
根
論
叢
（
滋
賀
大
学
経
済
学
会
）
　
四
一

経
済
経
営
論
集
（
竜
谷
大
学
経
済
経
営
学
会
）

　
一
九
一
三

近
世
史
論
（
国
学
大
学
近
世
史
研
究
会
）

歴
史
科
学
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）

　
七
九
i
四

社
会
科
学
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）

　
七
九
一
六

文
化
語
学
集
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）

　
一
九
七
九
一
四

編
集
　
後
　
記

九一
九

　
新
緑
が
み
ず
み
ず
し
く
目
に
映
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
読
者
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
六
四
巻
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
本
号
も
米
田
・
柴
田
r
・
芝
井
氏
の
論
説
と
中
島

氏
の
研
究
ノ
ー
ト
を
寄
稿
頂
き
、
多
彩
な
内
容
と

な
り
ま
し
た
。
中
国
に
お
け
る
農
業
の
展
開
、
江

戸
時
代
の
大
名
の
支
配
思
想
、
歴
史
学
に
お
け
る

数
量
的
方
法
の
意
義
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
気
候

変
動
と
農
業
・
フ
ァ
ラ
オ
体
制
の
関
係
と
、
興
味

深
い
テ
ー
マ
を
と
り
上
げ
た
力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。

い
ず
れ
も
十
分
に
御
吟
味
下
さ
る
よ
う
に
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
芝
井
氏
の
数
量
的
方
法

の
評
価
に
対
し
て
は
編
集
委
員
か
ら
多
く
の
意
見

が
提
出
さ
れ
、
今
後
の
氏
の
具
体
的
な
研
究
成
果

が
期
待
さ
れ
た
こ
と
を
付
記
し
ま
す
。

　
ま
た
調
査
報
告
は
本
学
考
古
学
研
究
室
が
四
年

間
に
わ
た
っ
て
発
掘
・
整
理
作
業
を
行
っ
た
成
果

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
写
真
・
図
面
も
多
く
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
、
調
査
撞
当
者
の
一
人
と
し

て
喜
び
の
多
い
号
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
常
松
悪
馬
、
奥
村
山
颪
、
堀
川
徹
氏
、

永
井
和
氏
の
後
任
と
し
て
、
長
倉
敏
氏
、
田
中
俊

明
氏
、
井
谷
鋼
造
氏
、
桂
川
光
正
氏
が
新
た
に
編

集
委
員
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
（
宇
野
）

一鞭

l一

｢珊

?
一
♂
蟹
田
屡
屡
　
定
価
九
〇
〇
円

　
史
　
　
　
　
林
　
　
　
（
第
六
四
［
巻
第
一
二
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
告
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部

発
行
人

当
劇
所

濃紅史
村雫長

眼華学
購讐嚢研

騒転勤
会町五
書証康妻会
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